
F



メンテナンス　―ピッチ（音程）の微調整―

「あすかかりんば」は正しい音程に調整した上で出荷されています。

しかしながら経年変化や、ピンをはじく力が強すぎる、落下により楽器に強い衝撃

が加わるなどの影響で、音程がずれる場合があります。

この場合、ピンを前後からハンマーで軽くたたくことで、音程を調整することがで

きます。

①音が低い時

音の低いピンの先端を、ハンマーの先が平らな方を使って、正面から軽く、

何度か叩きます。

楽器用チューナー、ピアノなどの音程を参考にしながら、一度で合わそう

とせず、音程を確認しながら少しづつ合わせてゆきます。

●楽器にキズが付かないよう、ピンの下に下敷きなどのシートを置くと良いでしょう。

●ピンはピアノ線（硬鋼線）ですので、この調整によって先端が変形することはありません。

②音が高い時

音の高いピンの後ろ側の曲がった部分

を、ハンマーの先が細い方を使って、

背面から軽く、何度か叩きます。

この時、楽器にキズが付かないよう、

ピンの背面に下敷きなどのシートを当

てると良いでしょう。
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